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On-site Visualization of the Dismantled Beam by Portable
X-ray Source
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	3.95MeV機は、法的には放射線発生装置に相当するため、一般的なX線発生装置とは異なる法規制を受ける。これに対し、950keV機は一般的なX線発生装置として取扱いができるため、法的な面での運用は容易である。そこで、屋外における3.95MeV機の適用に先立ち、950keV機による撮像を実施した。撮像対象とした桁は写真-4に示すPCT桁橋の撤去桁であり、ウェブ厚159mm、下フランジの最大厚さ350mmである。
	（1）ウェブ部
	撮像対象としたウエブ部分の厚さは150mmであり、従来のX 線管であっても撮像は可能とされている。今回、950keV機の調整が不十分であり、X線源の出力は定格の1/3であったが、従来の機器と比較して撮像時間は大幅に短縮され、IPでは露光時間が約2分、FPDでは1秒毎にオンラインで可視化することができた。写真-5および写真-6は、それぞれIPとFPD によって撮像されたウェブ部の画像である。なお、X線は写真-4に示すとおり水平方向に照射している。また、写真-5に示される数値は、検出器の前に設置した基...
	IPおよびFPDのいずれの場合においても、鋼材径が推定可能であることがわかった。
	（2）下フランジ部
	下フランジ部の撮像結果を写真-6に示す。今回、下フランジに対して水平方向にX線を照射してい
	るため、鋼材が重なって撮像されているが、9mmおよび13mmの鋼材径の差異を明確に区別することができる。従来、350mm厚の部材内の鋼材を撮像することは困難であったが、今回の撮像では照射時間約20分で鋼材径を把握することが可能となった。なお、水平方向内に重なる鋼材を分離するためには、CT技術を用いる方法か、斜角を持たせ鋼材が重ならないように撮像する方法が考えられる。
	3.95MeV機は法的には放射線発生装置であり、橋梁への照射に限り一時的な使用場所の変更が認められている。しかし、これまで使用された実績はなかった。そのため、今回土木研究所内で実施された屋外での撮像実験は、国内における初めての試みとなった。3.95MeV X線源設置の様子を写真-7に示す。950keV機供試体同様、土研内に設置してあるPCT桁橋を対象とした（写真-8）。ただし、ウェブ厚は170mm、下フランジ部の最大厚さは400mmであり、950keV機用供試体よりもやや部材厚が大きい。
	3.95MeV機は撮像時の線量が非常に高く、検出器が飽和して画像が得られなかったため、出力を定格の1/6まで落として撮像を行った。なお、X線は950keV機同様、ウェブ部および下フランジ部に対して水平方向に照射している。
	（1）ウェブ部
	FDPにより得られたウェブ部の画像を写真-9に示す。画像からは鋼材を確認することができる。ウェブ厚170mmに対し、3.95MeV機による画像は1秒程度て取得されており、定格出力の1/6であっても十分な撮像能力があると判断できる。
	（2）下フランジ部
	ウェブ撮影後、スキャン架台により検出器を異動させ下フランジ部の撮像を行った。写真-10に示す通り、部材厚が400mmにもかかわらず30秒程度で画像を取得することができた。画像からは鋼材の存在を確認できる。
	今回の撮像実験は、国内初の高出力X線源の屋外適用であり、必ずしも機器の調整が十分とは言えなかった。今後は、より鮮明な画像が得られるよう機器の調整を実施していく予定である。

